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【誤訳訂正書】
【提出日】平成21年6月5日(2009.6.5)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　本発明によれば、吸収性ポリマー構造体（Ｐｕ１）または（Ｐｕ２）は、水溶液の重量
に対して５～８０重量％、好ましくは１０～７０重量％、特に好ましくは２０～５０重量
％のアクリル酸を含有する水溶液中で、アクリル酸と必要に応じて上記の架橋剤の１つと
を重合させ、次いで、得られたポリマーゲルを細片化し、細片化したゲルを乾燥し、乾燥
したポリマーゲルを必要に応じて粉砕することによって得られる粒子状の架橋ポリアクリ
レートであることが特に好ましい。このようにして得られた吸収性ポリマー構造体は、０
．５～２５重量％、好ましくは１～１０重量％の水分を有することが好ましい。
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